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予約 
ランキング 

予約数の多い本ランキングを紹介

します。こちらを参考に読みたい

本を探すのも一つの方法です。 

 ＼令和３年６月 1日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ ３月に図書館俳句ポストへ応募された中から

選ばれた作品です。お題は「草餅」。 

図書館俳句ポスト受賞者 

   東野 圭吾／著 

白鳥とコウモリ  東野 圭吾／著 

心淋し川  西條 奈加／著 

52ヘルツのクジラたち 町田 そのこ／著 

今度生まれたら  内館 牧子／著 

推し、燃ゆ  宇佐見 りん／著 

元彼の遺言状  新川 帆立／著 

オムニバス  誉田 哲也／著 

野良犬の値段  百田 尚樹／著 

あの日、君は何をした まさき としか／著 
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ブラック･ショーマンと 

名もなき町の殺人 

第１回 

月 
第２回 

火 
9:00～12:00 9:00～12:00 

対  象 函館市内の小学校 5・6 年生 各 9 名 

会  場 函館市中央図書館 

参 加 費 無料 

申  込 函館市中央図書館窓口か電話にて受付 

     0138-35-5500 企画担当まで 

     先着順での受付、定員となり次第締切 
     １日目・２日目と、重複申込みは不可 

募集期間 2021/7/2（金）～7/13（火） 

受付時間 9：30～20：00 

問 合 せ 函館市中央図書館 

〒040-0001 函館市五稜郭町 26-1 
0138-35-5500 企画担当まで 

図書館の仕事を体験してみよう！ 

7/26 7/27 



 

北海道民なら知っておきたい雑学的なことから深い内容まで、地図を
みながらさまざまな角度で知ることができる解説本です。函館市中央図
書館所蔵の「松前桧山屏風」や「御味方蝦夷之図」のイコトイなどもオー
ルカラーで掲載され、見応えも読み応えもばっちり。地形や文化・歴史の
勉強にもなりますし、新しい発見もあって北海道のことがもっと好きに
なれると思います。小学校高学年くらいでしたら、自由研究にも良いか
もしれません。 

タイトル：「北海道のトリセツ」 

タイトル：「涼音クラシック」 

 涼しさを感じられるフルート、ハープ、ピアノ等の曲を集めたクラシック
アルバムです。ラヴェル「水の戯れ」、シベリウス「アンダンテ・フェステ
ィーヴォ」など透明感のある曲を収録。「水の戯れ」は噴水の美しい水の動
きを描いたピアノ曲、「アンダンテ・フェスティーヴォ」は作曲家シベリウ
スが生まれた北欧の澄み切った空気を感じられる曲です。だんだんと暑さ
が増してくる季節ですが、この C D を聞いて気持ちを涼やかに 

過ごしてみてはいかがでしょうか。 

 

著者は身近にある日用品や食材を、ジオラマ用の人形と共に全く別の

何かに見立てるミニチュア作家です。この本では数ある作品の中から日

本らしさを感じさせるユーモアたっぷりのものを集めており、ミニチュ

アの世界を存分に堪能できます。インスタグラムでは毎日ひとつずつ作

品を発表しているので、興味のある方はそちらも覗いてみて下さい。 

 

出版社：昭文社（2020年 11月） 

指揮：山下一史／ほか  出版社：ワーナーミュージックジャパン（2011年 7月） 

タイトル：「MINIATURE TRIP IN JAPAN」 
 

著者：田中達也  出版社：小学館（2019年 11月） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
北
海
道
内
で
も
多
く
の
図
書
館
が
休
館
し
ま
し

た
。
特
に
大
型
の
市
立
図
書
館
は
ほ
と
ん
ど
閉
ま
っ
て
い
る
中
、
函
館
で
は
開

館
を
継
続
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
全
道
か
ら
調
べ
物
の
手
伝
い
を
し
て
欲

し
い
と
い
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
依
頼
が
来
て
、
担
当
職
員
は
忙
し
そ
う
で
す
。 

函
館
市
中
央
図
書
館
は
、
全
国
で
も
有
数
な
郷
土
資
料
の
豊
富
な
図
書
館
で

す
。
特
に
箱
館
戦
争
関
連
資
料
で
は
、
こ
こ
に
し
か
な
い
資
料
が
多
数
あ
り
、

そ
の
量
は
日
本
一
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
明
治
維
新
を
研
究
す
る
人
は
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
函
館
の
図
書
館
に
調
査
に
来
ま
す
。
郷
土
史
家
、
博
物
館

や
美
術
館
の
学
芸
員
、
本
や
雑
誌
の
編
集
者
、
時
に
は
有
名
な
作
家
も
い
ま
す
。

そ
し
て
、
函
館
の
こ
と
や
幕
末
、
明
治
初
頭
に
関
す
る
番
組
を
作
る
テ
レ
ビ
局

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
で
す
。
私
が
函
館
に
着
任
し
て

最
初
に
ハ
ン
コ
を
押
し
た
の
は
、
N

H

K
に
対
し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
番
組

中
に
当
館
資
料
を
使
用
す
る
許
可
証
発
行
の
決
裁
で
す
。
あ
の
タ
モ
リ
さ
ん
が

函
館
に
来
る
の
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く
ま
だ
公
言
出
来
な
い
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
函
館
編
放
送
の
お
知
ら
せ
を

見
て
、
こ
れ
で
話
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
、
何
故
か
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
別

に
話
す
必
要
も
な
い
の
で
す
が
、
秘
密
を
知
っ
て
い
る
の
は
あ
ま
り
気
持
ち
の

良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
郷
土
史
だ
け
で
は
な
く
幅
広
い
分
野
で
、
誰

に
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
か
ら
世
の
中
は
調
べ
物
時

代
と
も
い
わ
れ
て
、
多
く
の
人
が
様
々
な
疑
問
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
が
、
今
で
も
本
や
雑
誌
で
し
か
で
き

な
い
調
べ
物
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
ま
す

が
、
図
書
館
で
は
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
い
く
つ
か
契
約
し
て
い
る
の
で
、
よ

り
広
範
囲
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
べ
物
に
困
っ
た
ら
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

し
か
し
、
図
書
館
で
は
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
宿
題
、
ク
イ

ズ
、
懸
賞
な
ど
の
回
答
、
資
料
の
抄
録
作
成
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
こ
と
、
自
分
の
調
査
、
研
究
の
全
て
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
場
合
な
ど
で

す
。
詳
し
く
は
図
書
館
二
階
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
デ
ス
ク
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

昭和 37 年 4月 24日、江差

沖を飛行していた米軍所属

の対潜哨戒機・P2V-7 ネプ

チューンが海中に突っ込ん

だ。付近で操業していた乙

部村の漁船二隻が懸命な救

助。乗員 13名全員が助けら

れたほか、機体も牽引され

るに至った。写真はその後

の 7月 25日に乙部村に対し

米軍からお礼に救命ゴムボ

ートを贈られたときのも

の。日本人が外国人を救助

した数あるエピソードのう

ちの一つである。 

（参考：北海道新聞 昭和

37年 4月 25日、7月 27日） 

館
長
随
想
（
六
二
） 

） 

乙部村民に救助された米軍将校から
お礼のゴムボート贈られる

（ph005225） 



市民文芸
第61回

作品はメールやチラシ裏面の応募用紙を使っても応募できます。
入賞者・作品集はホームページで公開します。

令和3年7月1日(木)～9月30日(木)
※消印有効

応募要項
１.随筆 400字詰原稿用紙 5枚以内 函館文学学校講師 対馬 俊明 氏
２.小説 同 上 45枚以内 北海道教育大学名誉教授 安東 璋二 氏
３.文芸評論 同 上 45枚以内 同 上 同 上
４.ノンフィクション 同 上 35枚以内 函館文学学校講師 竹中 征機 氏

文芸誌『海光』代表
５.詩 同 上 5編以内 日本現代詩人会会員 鷲谷 峰雄 氏

日本現代詩歌文学館評議委員
６.短歌 同 上 5首以内 新アララギ会員 山縣 庸美 氏

道南歌人協会顧問
７.俳句 同 上 5句以内 函館俳句協会会長 熊澤 三太郎氏

『ホトトギス』同人
８.川柳 同 上 5句以内 函館川柳同好会顧問 中村 宵星 氏

※応募規定を必ずご参照の上、ご応募ください。

あなたの
人生に文学を。
今年も図書館では市民文芸作品を募集します。
今の気持ち・出来事を自分の言葉で作品にして
みませんか？たくさんのご応募お待ちしております。

主催：函館市中央図書館 指定管理者 図書館流通センター・マルエイヘルシーサービス共同事業体


